
□ その他

■ 既存事業の拡充

□ 事業の新規立案

１．現状維持　２．拡充　３．縮小

10,918.00

□ 事業の廃止・縮小

□ 事務事業の再編

4,105.12 4,234.55

一部達成

- 4,083.44 4,165.11

具体的な対応策等

　

100.35 102.36- 98.38

229.42

3,533.21

単位

3,954.23

所属長 産業振興部長　佐藤　靖彦

５．二次評価（所属長の見解）

　今年度は、大河ドラマ館や『ベジタブルテーマパーク』との連携など、テーマ性のある観光戦略を展開
し、市外からの誘客を行ったが、引き続き、誘客を行い、花園ＩＣ拠点への来訪者が市内回遊できるような
モデルコースを作成する。また、道の駅を核とした観光入込客数の増加を図っていく。
　『深谷えん旅』に関しては、事業を通年化したことにより、事業者も参加者も利用しやすくなったことか
ら引き続きさまざまな事業を実施していく。

　コロナ禍ではあるが、感染症対策を講じたうえで各施設をオープンしていたことから、昨年度より観光入込客数は増加した。今後は花園Ｉ
Ｃ拠点に各施設がオープンし、来訪者が増加することが見込まれるため、道の駅でも指定管理者による自主事業などを積極的に行い、また、
来訪者が市内を回遊できるようモデルコースを作成するなど『深谷の魅力』を発信していく。また、体験型プログラム『深谷えん旅』もホー
ムページを通じて情報発信を行い、事業者・参加者ともに増加するように努めていく。

106.00

149.74 206.84

４．改善改革プラン（３．一次評価を受けての具体的な解決策）

区分

　新型コロナウイルスの影響で各種まつりが中止となったため、観光入込客数は目標を大きく下回った。今後は新型コロナウイルス感染拡大
状況を鑑みながら、観光情報の発信拠点となっている道の駅で、観光入込客数を増やす取り組みを行っていくとともに、渋沢栄一翁関連施設
や畠山重忠公関連施設、花園ICを拠点とした深谷テラスやアウトレットモールの集客力を生かした、市内回遊策を検討していく。また、観光
資源を活用した体験プログラムについては、引き続き、深谷えん旅事業で実施し、深谷の魅力を発信していく。

評価者 商工振興課長　岩田　展雄

３．一次評価（今後の施策の方向性）

区分

104.40

　

拡充

中項目 2 雇用とにぎわいを生み出すまちづくり

小項目 2

千人
埼玉県観光入込客数調査（推計・暦年）

94.03 116.53

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度

年間延べ宿泊者数
千人

観光予報プラットフォームによる宿泊実績

4,248.41 10,833.38

2,946.07

指標名（上段）

達成 達成 未達成

区
分

成
果
指
標

令和4年度

　

　

　

総
合
計
画

大項目 3 活力とにぎわいにあふれるまち

令和04年06月24日(金)

算出式・説明（下段）

市内観光入込客数

施策評価表

２．評価指標

１．基本事項 作成日

施策 観光資源の整備と活用 期間 施策担当部課名 産業振興部 商工振興課平成30年度～令和4年度

施策推進の
ための主な

取組

重要度・
満足度

施策を取り巻
く社会状況等

深谷市は一般的な観光地ではないため、市民は観光を重要施策
とは捉えていない状況にある。また、満足度についても低い回
答である。これは、単純に必要性の観点から低い回答となって
いると考えられる。

渋沢邸「中の家」やホフマン輪窯、中山道の街並みなど歴史的
観光資源のほか、人気ゆるキャラの「ふっかちゃん」や豊富な
農畜産物を活用した料理も貴重な観光資源や物産品として可能
性がある。

「ふかや」の魅力を発信する
来訪者が楽しめる空間づくりに取り組む
観光資源のネットワーク化に取り組む

上段は目標値、下段は実績値

　観光資源を発掘・活用し、花園ＩＣ周辺エリア及び各道の駅を
観光情報の発信拠点として来訪者の市内周遊を促すことにより、
市民と来訪者の交流を活性化し、まちに新たな活気を生み出すこ
とを目的とする。

目的・
対象観光資源の整備と活用

主要プロジェクト

＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞


